
Blues ”風” 

あの娘が唄うあのブルース 

ひとりぼっちのブルース 

寒い街で 恋人も無く 

待つあてなしの少女 

 

あたしに惚れちゃいけないよ 

ひとりぼっちなんだから 

風が街に吹いてきたよ 

もう、さよならさ 

 

神戸 元町通りは もう行かないよ 

風になりたかった君の泣き声が 

聞こえる… 

 

窓ガラスをたたくのは 

風のやつか、それとも君か 

夕べ見た 嫌な夢を 

ひとり話そうか… 
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